





















































































































































































































度を視野に入れながら 日本文化の伝統 重視し いく︒亀井勝一
昭和一〇年代の国民文学論――文学場のインターフェイス
95




















































































































朴な 論をし ︑その峠を越させない為めには︑そ ヒユーマニスチツクな面を当然在りうる大
マ
さにまで生長させ︑そこに含ま































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































で︑ ﹁我我独特の忠君愛国の真情﹂ ︑ ﹁我々独特の親
























































国民国家 おける国民形成史として︑しかもそれが高い 性を備えていること よって︑ ﹃夜明け前﹄は岩上にとって理想の国民文学となっているのだ︒さらに岩上は︑アジア・太平洋戦争自体は肯定しながらも︑そ に国民・生活・文学の﹁再編成﹂とい たマルクス主義的な問題意識をもぐりこませ は︑次 ように国民文学論を展開していく︒
満洲事変につづく日支事変︑大東亜戦争︑ヨーロッパに於ける戦争等々の勃発による第二
ママ世界大戦が︑否応なしに国民全体を











































































言表していた︒あるいは︑平田次三郎 ﹁国民文学の趨勢﹂において︑ ﹁国民の倫理的地盤が在来のヨーロッパ諸 家の基礎に連
がママ
る

















一〇年代 展開された が不毛だったとは決していえないことは︑すで 論じてき とおりである︒?（
1）


























































といふか︑余り偏つた考へ方のやうに思ふのですが︙︙︒ ﹂と発言していた︒これを受けて田中は﹁文章を書かれる時は半島 人︑台湾の人といふやうなことを意識し 書いてゐないからですよ︒ ﹂ （五二頁）と応じて る︒なお︑ 牧洋は﹁国民文学の諸問題﹂ （ ﹃緑旗﹄ 九四二・四／引用は﹃緑旗（復刻版） ﹄オークラ情報サービス︑二〇〇九）においても︑ ﹁国民文学の問題に対する朝鮮文壇の態度は︑未だに多く懐疑的であるやうだが︑この現象は朝鮮の作家達の不誠実さに全部の責任がある 云ふよりも︑その幾分責任 ︑ 内地文壇における国民文学論にもある 指摘し︑ その理由を﹁それらの殆んど全部と言つていい位に︑
﹁民族﹂と云ふことを建前として居り︑










一九四〇・三） で朝鮮民族という要素が注目された金史良 ﹁光の中 ﹂ （ ﹃文芸首都﹄一九三 ・
一〇）などを皮切りに︑単行本では島木健作﹃満洲紀










亜の一体化を志向する言説については︑拙論﹁第一回大東亜文学者大会の修辞学││大東亜共栄圏言説の亀裂﹂ （ ﹃神奈川大 アジア・レビュー﹄第五号︑二〇一八・三）で分析を試みた︒
